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	５　追検による選考の実施
	（１）　令和９年１月１９日（火）に本校で実施する諸検査等をやむを得ない事由により受検できなかった者に対する受検機会の確保のために、追検による選考を実施する。
	（２）　追検による選考は、令和９年１月１５日（金）に諸検査等を欠席した者で、次のいずれかに該当する者を対象として実施する。
	ア　インフルエンザ等の感染症等の罹患者及びその症状のある者
	イ　その他やむを得ない事由のある者
	（３）　実施上の手続きは以下のとおりとする。
	ア　やむを得ない事由により諸検査等を受検できなくなった受検生は、在籍する出身学校長へ速やかに連絡をする。
	イ　当該出身学校長は、追検による選考の必要があると認めた場合には、令和９年１月１５日（金）の午後４時までに、本校校長へ電話等で連絡する。
	ウ　当該出身学校長は、令和９年１月１８日（月）午後５時までに「追検による選考申請書」（様式第７号－１）に証明書類等を添付し、本校校長へ持参又は郵送する。
	エ　追検による選考の手続きをとった当該出身学校長は、本校校長より申請書類の審査を受けた上で、「追検による選考受検許可証」（様式第７号－２）を受け取る。
	オ　追検による選考を認められた出願者は追検による選考当日、受検票及び追検による選考受検許可証の写しを受付で提示し受検する。
	カ　追検による選考に関係する書類の送付については、事態の緊急性に鑑み、まずはＦＡＸ等で送付し、その後、速やかに持参又は郵送することとする。
	（４）　追検の実施日は令和９年１月１９日（火）とする。追検の場所、選考方法、日程、持ち物については、令和９年１月１５日（金）の入学者選考に準ずる。
	６　合格者発表
	・　令和９年１月２１日（木）  午後３時
	・　本校高等部実習棟前に合格者の受検番号を掲示する。
	・　合格者発表の結果に係る通知書は、出身学校長宛に通知するので、合格者発表当日、学校担当者は受領印を持参すること。
	・　結果に係る通知書の郵送を希望する場合は、「３ 出願手続き（２）　出願書類の提出　②」参照。
	７　学力検査教科別得点の簡易開示について
	８　諸検査等の実施上、配慮を要する者の扱いについて
	・　出身学校長は、身体上のこと等で特に配慮を要する者が本校を志願する場合、諸検査及び面接等について、出願期間前のできるだけ早い時期に本校と電話等で連絡・調整の上、本校校長に受検上の配慮申請書（様式第８号－１）により申請する。なお、教育相談を実施している場合であっても、受検上の配慮を要する場合は、改めて本校へ電話等で連絡・調整を行うこと。
	９　その他
	・　出願する者は、原則として事前に本校において教育相談を受けること。

